
４月１日（月）から 北部地域包括支援センターの窓口が総合福祉センター「絆」内に変わります
パネル展「タイムカプセル展 30年前の夢がよみがえる  ～東海十二景からの便り～」を
開催します
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３月16日（土） 午前10時～ 11時30分３月16日（土） 午前10時～ 11時30分日　時

開催方法 Ｗｅｂ会議システム「Ｚｏｏｍ」によるオンラインセミナーＷｅｂ会議システム「Ｚｏｏｍ」によるオンラインセミナー

　子育ての中で、「女の子だから」とか「男の子だから」といった
言動をしていませんか。
　大人が何気なく使っているこのような言葉が、知らず知らず
のうちに子どもの可能性を狭めてしまったり、子どもに暴力や
差別的な考えを植え付けてしまったりすることがあります。
　“自分も相手も大切にできる子どもの育て方”について、この
機会に一緒に考えてみませんか。

「女らしさ」「男らしさ」にとらわれない「女らしさ」「男らしさ」にとらわれない

子育てをするために子育てをするために

令和５年度 東海村男女共同参画推進フォーラム

オンラインセミナー
オンラインセミナーだからだからご自宅や出先から、

ご自宅や出先から、パソコン･スマホ･タブレット

パソコン･スマホ･タブレットでで参加できます！
参加できます！

■講師プロフィール　太
お お た

田 啓
け い こ

子さん

　2002年 弁 護 士 登
録（神奈川県弁護士
会 湘南合同法律事
務所）。日本弁護士
連合会両性の平等に
関 す る 委 員 会 委 員
や、神奈川県男女共
同参画審議会委員等を経験。一般民事事
件、家事事件(離婚等)を多く扱う。
　著書に「これからの男の子たちへ『男ら
しさ』から自由になるためのレッスン」
(大月書店)、「憲法カフェへようこそ」(共
著、かもがわ出版)、「これでわかった！
超訳特定秘密保護法」(共著、岩波書店)が
ある。二児の母。

【内容】▽演題…「女らしさ」「男らしさ」にとらわれない
子育てをするために ▽講師…太田啓子さん（弁護士）

【その他】▽インターネット環境が必要です。▽参加は
無料ですが、通信費がかかります。▽カメラとマイ
クのあるパソコン･スマホ･タブレット端末からご参
加ください。▽初めてＺｏｏｍを利用する場合は、
アプリの事前インストールが必要です。▽参加者の
映像や音声はＺｏｏｍ上には表示されません。

【問い合わせ】村民活動支援課（☎282-1711 内線1461）

参
加
ま
で
の
流
れ

①３月８日（金）までに、右の二次
元コードから申し込む

②申し込んだメールアドレスに
　Ｚｏｏｍへのリンクが届く
③開催時間までに、Ｚｏｏｍへ入

室する

▲申込はこちら



３月１日（金）から 戸籍の手続きが変わります３月１日（金）から 戸籍の手続きが変わります

　３月１日（金）から戸籍法の一部が改正されることに伴い、戸籍の手続きについて、以下のことができるよう
になります。

【問い合わせ】住民課戸籍担当（☎282-1711 内線1122）

■本籍地以外でも戸籍謄本が取得できます
　本籍地が東海村でない方でも、東海村役場で戸
籍謄本の取得が可能となります。なお、取得の際
は以下の点にご注意ください。
▽窓口のみで取得可能です。郵便請求や代理人の

請求では取得できません。
▽取得可能な方は、本人、配偶者、父母、祖父母、

子、孫等(直系の親族)です。
※請求の際は、窓口で請求する方の顔写真付き本

人確認書類（運転免許証、マイナンバーカード
等）が必要です。

■婚姻届等に戸籍謄本の添付が不要になります
　これまで、婚姻届や養子縁組届等、さまざまな戸
籍の届け出をする際、戸籍謄本の添付が必要となる
場合がありましたが、３月１日（金）からは、戸籍に
関する届け出において、戸籍謄本の添付が原則不要
となります。

村公式HP▲

東海村　戸籍詳細は、 村公
式ホームページ
をご覧ください。

　地域包括支援センターは、65歳以上の高齢者の介護･医療･福祉などに関するさまざまな疑問や悩みに対す
る相談窓口です。村では、令和４年度から医療法人社団いばらき会に委託し、いばらき診療所内で行っていた

「北部地域包括支援センター」の運営業務を、４月１日（月）から村の直営で実施することになりました。
　これに伴い、北部地域包括支援センターの窓口が、総合福祉センター「絆」内に変わります。なお「南部地域
包括支援センター」は、引き続き、特別養護老人ホーム オークス東海内での運営を継続します。

【問い合わせ】総合相談支援課地域包括担当（総合福祉センター「絆」内 ☎287-2525）

北部地域包括支援センター北部地域包括支援センターの窓口がの窓口が

総合福祉センター「絆」内総合福祉センター「絆」内に変わりますに変わります

　東海中学校区（石神･白方･村松小学校区）
【担当地区】北部北部地域包括支援センター地域包括支援センター

変更前（３月31日（日）まで）

　いばらき診療所内
　（石神内宿1724－１）
　☎229-2315

【場所】

変更後（４月１日（月）から）

総合福祉センター「絆」内
【場所】

（村松2005）
☎212-7785  　212-6818

４月１日（月）４月１日（月）から！から！
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パネル展「タイムカプセル展 30年前の夢がよみパネル展「タイムカプセル展 30年前の夢がよみ
がえる ～東海十二景からの便り～」を開催しますがえる ～東海十二景からの便り～」を開催します

　今から30年前、「東海十二景」の各所に、小･中学生が書いた「30年後の夢」についての作文を入
れたタイムカプセルを埋設しました。その中には、どんな夢が詰められていたのでしょうか――。
　本パネル展では、今年度ついに掘り起こされたタイムカプセルの中の作文の一部を展示します。
皆さん、ぜひご覧ください。 ▲村公式HP

期間▼３月１日（金）から17日（日）まで ※月曜日
は休館となります。

時間▼午前９時～午後７時（土･日曜日は午前９時
～午後５時）

場所▼歴史と未来の交流館
入場料▼無料
問い合わせ▼生涯学習課博物館･文化財担当（歴史

と未来の交流館内 ☎287-0851）

【30年前に村内の⼩･中学⽣だった皆さんへ】【30年前に村内の⼩･中学⽣だった皆さんへ】
タイムカプセル内の作文を返却しますタイムカプセル内の作文を返却します

　今回掘り起こされたタイムカプセル内の作文には、当時、村内の小中学校に在学していた児
童･生徒（昭和52年４月２日～昭和61年４月１日生まれの方）による「30年後の夢」が書かれてい
ます。子どもの頃の自分の夢を、この機会に振り返ってみませんか。作文の返却を希望する方は、
下記の返却方法をご確認の上、お受け取りください。

【返却期間】
　３月１日（金）から６月30日（日）まで

【その他】
　▽本人（作文を書いた方）の承諾の上で、家族や友人
等が代理で受け取ることもできます。▽スムーズな返
却のため、当時の学校･学年･クラスの確認にご協力く
ださい。

【問い合わせ】
　東海村観光協会（☎287-0855）

【返却対象】
当時の学年 生年月日
中学３年生 昭和52年４月２日　～　昭和53年４月１日生
中学２年生 昭和53年４月２日　～　昭和54年４月１日生
中学１年生 昭和54年４月２日　～　昭和55年４月１日生
小学６年生 昭和55年４月２日　～　昭和56年４月１日生
小学５年生 昭和56年４月２日　～　昭和57年４月１日生
小学４年生 昭和57年４月２日　～　昭和58年４月１日生
小学３年生 昭和58年４月２日　～　昭和59年４月１日生
小学２年生 昭和59年４月２日　～　昭和60年４月１日生
小学１年生 昭和60年４月２日　～　昭和61年４月１日生

【返却方法】　
　返却を希望する方は、次の①･②の
いずれかの方法で作文をお受け取りく
ださい。
①東海村観光協会で受け取る
　受取者の本人確認ができるもの（運
転免許証、マイナンバーカードなど）
をお持ちの上、火曜日を除く午前９時
～午後８時30分に、東海村観光協会
事務局（東海村産業･情報プラザ「アイ
ヴィル」２階）へお越しください。
②郵送（着払い）で受け取る
　専用フォーム（右の二次
元コードからアクセス可）
から申し込みの上、郵送

（着払い）でお受け取りく
ださい。※料金（250円）が
かかります。

▲申込はこ
ちら

▲ 詳 細 は こ
ちら
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自転車に乗る時はヘルメットの着用を！ 自転車用自転車に乗る時はヘルメットの着用を！ 自転車用
ヘルメットを選ぶときはマーク等を確認しましょう！ヘルメットを選ぶときはマーク等を確認しましょう！

【問い合わせ】消費生活センター（産業政策課内 ☎287- 0858）
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頭部をぶつけた。
【事例３】子どもが補助輪付き自転車で走行中に自転

車ごと転倒し、脳震とうを起こした。

▽自転車の乗車用ヘルメットを選択する際は、乗車
用としての安全性に係る規格等への適合マークが
表示がされているものを選ぶ。

▽頭のサイズに合ったヘルメットを選んで、正しく
着用する。

▽自転車の乗車用ヘルメットは、取扱説明書をよく
読んで、適切に使用する。

▽１歳未満の子どもを安全に自転車に同乗させること
は困難なため、自転車以外の移動方法を検討する。

　道路交通法の一部改正により、令
和５年４月１日からは全ての自転車
利用者に、令和５年７月１日からは
特定小型原動機付自転車(いわゆる電
動キックボード等)の利用者に、乗車

用ヘルメット着用の努力義務が課されました。
　現在のところ、国内では、自転車と電動キックボー
ド等に乗車する際に着用する乗車用ヘルメットに
ついて、満たすべき安全性等に関する公的な規格
基準は定められていません。ヘルメットの安全性
に関する任意の規格はありますが、市販されてい
るヘルメットには、任意の適合マークが表示され
ている商品と、表示されていない商品があります。
　自転車や電動キックボード等を利用するときは、
安全性が確認された適合マークが表示されている
ヘルメットを選び、着用に努めましょう。

【事例１】トラックのドアミラーと衝突し、顎を骨
折した。

【事例２】子どもを自転車の前座席に乗せたまま、
自転車ごと転倒した。子どもがコンクリートに

ヘルメット未着用時の事故事例！

安全に自転車を利用するためには…

【安全が確認された適合マークの例】

JISマーク SGマーク JCF公認マーク JCF推奨マーク

CEマーク(EN1078)

※ＣＰＳＣマークなど、このほか
にも安全基準が存在します。
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こんにちは！こんにちは！

【問い合わせ】村立東海病院（☎282-2188）、地域福祉課地域福祉･地域医療推進担当（☎282-1711 内線1139）

　皆さんは「医師事務作業補助者」という職種をご存じですか。医療事務に比べてあまりなじみがなく聞き慣れ
ないという方や、初めて聞くという方も多いかもしれません。医療の現場では、以前から「医師の業務量の多さ」
が問題となっており、その中でも特に、診断書作成などの事務業務が医師にとって大きな負担となっていました。
こうした状況を改善すべく、医師の負担を軽減し、診察や手術に専念できる環境を作り、医療の質を向上させ
ることを目的として、医師の事務業務をサポートする「医師事務作業補助者」という職種が生まれました。

村立東海病院村立東海病院ですです

「医師事務作業補助者」をご存じですか？「医師事務作業補助者」をご存じですか？

村立東海病院　診療支援室　医師事務作業補助者　大森 美喜

▽入院、手術、点滴、検査、放
射線のオーダー  ▽処方箋の入
力･発行 ▽カルテの入力 ▽予約
日の調整 ▽診療情報提供書や
診断書の作成 ▽紹介状の返事 
▽カンファレンスでの入力 など

医師事務作業補助者の業務内容

　医師事務作業補助者は、診察が滞りなく進むよう、外来診察に同席して
医師の指示に従いながら、医師の代行業務を行っています。また、医師の
代行業務を行う上で、看護師や医療技術部門（放射線技師、臨床検査技師、
作業療法士、理学療法士など）との連携も重要な役割のひとつです。多職種
とコミュニケーションを取りながら、診療が円滑に進むよう心掛けています。

村立東海病院での医師事務作業補助者の配置

　2013（平成25）年の配置当初はまだまだ認知度が低く、院内でも「医
師事務さんってどんな仕事をする人なの？」と聞かれるほどでした。理
解されるきっかけとなったのは、当院で外来･入院患者数が特に多く、
多忙を極める整形外科医が孤軍奮闘していた中で事務的サポートが急務
となり、外来での医師支援業務をスタートしたことです。これにより、
院内において医師事務作業補助者の業務内容が広く理解されるようにな
りました。１人体制から始まり、現在は３人体制で業務を行っています。

診療報酬改定で医
師事務作業補助体
制加算が創設

2008年
（平成20年）

村立東海病院にて
「医師事務作業補助

者」を初めて配置

2013年
（平成25年）

外来での医師支援
業務を開始

2015年
（平成27年）

今後に向けて…

　私たちの存在が、少しでも医師の負担を軽減できることにやりがいを感
じます。診断書などの医療文書については全科対応しており、将来的に全
ての外来診療科でのサポートの実現が今後のビジョンです。皆さんにより
良い医療を提供できるよう、医師のサポートをしていきたいと思います。

病院にはこのような医
療従事者もいること
を、 皆さんに知っていた
だければ幸いです。

をご利用の皆さんへ

　すでに利用登録している方で
も、４月以降に利用する際には、
再登録の手続きが必要となりま
す。利用当日の登録も可能ですが、
手続きに時間がかかる場合がある
ため、事前登録にご協力ください。

申し込み▼「るぴなす」、村立東海病院総合受付、子育て支援課（役場行政
棟４階）備え付けの登録用紙に必要事項を記入し、３月１日（金）以降（土･
日曜日、祝日を除く）の午前８時～午後５時30分に、「るぴなす」（☎283-
3522）へお越しの上、申し込みください。※登録用紙は、子
育て応援ポータルサイト「のびのび子育て帳」（右の二次元コー
ドからアクセス可）からもダウンロードできます。

東海村病児･病後児保育施設
令和６年度の利用登録受付は３月１日（金）から令和６年度の利用登録受付は３月１日（金）から
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セ
ン
サ
ー
に
手
の
ひ
ら
を
約
30
秒
当
て
る

だ
け
で
、
あ
な
た
の
野
菜
摂
取
量
が
推
定
で

き
ま
す
。
専
門
職
か
ら〝
野
菜
を
た
く
さ
ん

と
る
こ
つ
〟に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
受

け
ら
れ
ま
す
。

期
日
等
▼
下
表
参
照

対
象
▼
村
内
在
住･

在
勤･
在
学
で
、
お
お
む

東海村役場 ☎282-1711（代表）

情報ガイド

iinformationnformation

｢

住
ま
い
の
相
談
会｣

（
予
約
制
）

を
開
催
し
ま
す

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
の
疑
問･

質
問
に
、

建
築
士
が
お
答
え
し
ま
す
。
予
約
方
法
な
ど

詳
細
は
、
茨
城
県
住
宅
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
日
▼
４
月
17
日（
水
）

時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所
▼
水
戸
市
役
所
本
庁
舎(

５
階
相
談
室 

水
戸
市
中
央
１
︲
４
︲
１)

費
用
▼
無
料

３
月
１
日(

金)

か
ら
29
日(

金)

ま
で
に
、

い
ば
ら
き
電
子
申
請･

届
出
サ
ー
ビ
ス
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

茨
城
県
住
宅
課（
☎
301
局

４
７
５
５
）

●３月の住まいに関する相談
場　所 都市政策課（役場行政棟２階）
問合せ 都市政策課（内線1247、1248）

相談日 時間 相談内容

21日（木）10:00 ～ 16:00
新築、耐震リフォー
ム、省エネリフォー
ム、空き家 等

●１月の村内交通事故発生状況
発生件数 死者数 負傷者数

件数 ４ ０ ７
累計（１月から） ４ ０ ７

前年比 －１ ０ ２

●防災行政無線放送を電話で聞くには●防災行政無線放送を電話で聞くには
無料テレホンサービス（☎ 0120-42-4848）
※24時間以内に放送した内容を確認できます。

●３月の休日診療

受付時間 午前９時 30 分～正午、午後１時～２時
  期日 医療機関名 電話番号
３日（日）東海クリニック 283-1711
10日（日）村立東海病院 282-2188
17日（日）武藤小児クリニック 282-7722
20日（水）村立東海病院 282-2188
24日（日）東原クリニック 282-2301
31日（日）尾形クリニック 282-4781
茨城子ども救急電話相談 
☎ #8000 または☎ 050-5445-2856
※毎日24時間対応(救急医療機関案内を含む）
茨城おとな救急電話相談 
☎ #7119 または☎ 050-5445-2856
※毎日24時間対応(救急医療機関案内を含む）

▲ＨＰはこちら

野
菜
、
足
り
て
い
ま
す
か
？ 

「
野
菜

摂
取
レ
ベ
ル
測
定
会
」で
チ
ェ
ッ
ク
！

「
み
ん
な
で
す
こ
や
か
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」

　

村
の
魅
力
を
再
発
見
し
な
が
ら
、
気
軽
に

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日
▼
３
月
１
日（
金
）(

雨
天
中
止)

時
間
▼
午
前
９
時
30
分
か
ら（
午
前
９
時
受

け
付
け
開
始
）

集
合
場
所
▼
石
神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

対
象
▼
村
内
在
住
で
、
３
～
５
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
を
１
時
間
程
度
で
歩
く
こ
と
が
で
き

る
方

内
容
▼
１
時
間
程
度
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ（
石

神 

歴
史
ロ
マ
ン
の
道
コ
ー
ス
） 

そ
の
他
▼
▽
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す

が
、
年
度
に
一
度
、
氏
名･

連
絡
先
等
の

登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
▽
と
う
か

い
ま
る
ご
と
博
物
館
お
よ
び
、
茨
城
県

公
式
健
康
推
進
ア
プ
リ「
元
気
ア
っ
プ
！

リ
い
ば
ら
き
」ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業
で

す
。
▽
飲
み
物
や
タ
オ
ル
を
お
持
ち
の

上
、
歩
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
▽
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
徒
歩
や
乗
り
合
わ
せ
で
の
参
加

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
２
７
９
７
）

ね
18
歳
以
上
の
方

参
加
費
▼
無
料

そ
の
他
▼
▽
先
着
30
人
に
記
念
品
を
差
し
上

げ
ま
す
。
▽
茨
城
県
公
式
健
康
推
進
ア
プ

リ「
元
気
ア
っ
プ
！
リ
い
ば
ら
き
」ポ
イ
ン

ト
対
象
事
業
で
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
２
７
９
７
）※
事

前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。　

期日 時間 場所
３月７日
（木）

13:00 ～
15:30 保健センター

３月11日
（月）

９:30 ～
12:30

東海村役場(役場行政棟
１階･売店脇スペース)

３月12日
（火）

９:30 ～
12:30

東海村役場(役場行政棟
１階･売店脇スペース)

３月15日
（金）

９:00 ～
11:30、
13:00 ～
15:30

保健センター
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…申し込み　 …問い合わせ　 …ファックス　 …ホームページ（ＨＰ）　 …メール

東
海
村
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導

士
会
に
よ
る「
い
き
い
き
体
操
教
室
」

　

介
護
予
防
の
た
め
の
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ

体
操
を
実
施
し
ま
す
。
い
つ
で
も
、
ど
こ
で

も
、
一
人
で
も
で
き
る
体
操
で
す
。

３
月
の
日
程
等
▼

時
間
▼
午
前
10
時
～
11
時
30
分

対
象
▼
村
内
在
住
で
65
歳
以
上
の
方

そ
の
他
▼
▽
体
温
を
測
定
し
、
マ
ス
ク
を
着

用
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
▽
飲
み
物

や
タ
オ
ル（
汗
拭
き
用
）、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま

た
は
バ
ス
タ
オ
ル
を
お
持
ち
の
上
、
動
き

や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

保
険
課
介
護
保
険
担
当（
内
線
１
１
６
１
）

　

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

場　所 期　日

総合福祉センター「絆」 ４ 日･11日･18日･25日
(全て月曜日)

石神コミュニティセンター ５日･12日･19日･26日（全て
火曜日）舟石川コミュニティセンター

村民活動センター ５日･19日（全て火曜日）

村松コミュニティセンター 14日（木）

中丸コミュニティセンター 14日･28日（全て木曜日）

白方コミュニティセンター １ 日･8日･15日･22日･29
日（全て金曜日）真崎コミュニティセンター

【
①
Ｖ
ｉ
ｌ
ｌ
ａ
ｇ
ｅ 
Ｂ
ｉ
ｒ
ｄ（
ビ
レ
ッ

ジ
バ
ー
ド
）】

日
時
▼
３
月
13
日（
水
）午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

場
所
▼
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
メ
ジ
ロ
苑

内
容
▼
参
加
者
間
の
交
流･

情
報
交
換
、
認

知
症
や
介
護
の
相
談
等

【
②
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
】

日
時
▼
３
月
14
日（
木
）午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

場
所
▼
石
神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

内
容
▼
管
理
栄
養
士
に
よ
る
講
話
、
栄
養
か

る
た
、
脳
ト
レ
等

【
③
陽
だ
ま
り
カ
フ
ェ
】

日
時
▼
３
月
21
日（
木
）午
前
10
時
～
11
時
30

分（
午
前
９
時
30
分
受
け
付
け
開
始
）

場
所
▼
舟
石
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
認
知
症
ミ
ニ
講
話「
消
費
者
ト
ラ
ブ

ル
講
座
」、
手
指
の
体
操
、
ゲ
ー
ム
等
、

認
知
症
に
関
す
る
相
談
対
応	

【
共
通
】

対
象
▼
認
知
症
の
方
と
そ
の
家
族
、
近
隣

に
お
住
ま
い
の
方
、
介
護･

福
祉
の
専
門

職
等

参
加
費
▼
１
０
０
円
／
人（
お
茶
菓
子
代
等
）

そ
の
他
▼
▽
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

▽
途
中
入
退
室
自
由
で
す
。
▽
マ
ス
ク
の

着
用
を
推
奨
し
ま
す
。
▽
風
邪
症
状
が
あ

る
方
や
体
調
が
優
れ
な
い
方
は
、
参
加
を

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

「
認
知
症
カ
フ
ェ
」

お
控
え
く
だ
さ
い
。

【

】

　

▽
①
…
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
メ
ジ
ロ

苑（
☎
306
局
０
０
３
３
）
▽
②
…
北
部

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
い
ば
ら
き

診
療
所
内 

☎
229
局
２
３
１
５
）▽
③
…

南
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム 

オ
ー
ク
ス
東
海
内  

☎
352
局
２
８
６
７
）

「
水
中
体
操
教
室（
前
期
）」

期
間
▼
４
月
か
ら
９
月
ま
で（
各
コ
ー
ス
全

18
回
）

時
間
等
▼

場
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」

対
象
▼
村
内
在
住
で
▽
一
般
コ
ー
ス
…
60
歳

以
上
▽
一
般
土
曜
コ
ー
ス
…
お
お
む
ね
40

歳
以
上
▽
ゆ
っ
く
り
コ
ー
ス
…
60
歳
以
上

▽
少
人
数
コ
ー
ス
…
お
お
む
ね
40
歳
以
上

で
障
が
い
な
ど
が
あ
り
、
医
師
の
意
見
書

を
提
出
で
き
る
―
―
を
満
た
す
方

内
容
▼
水
中
で
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
体
操
な
ど

参
加
費
▼
１
ク
ラ
ス
に
つ
き
８
１
０
０
円
／

人 

※
２
ク
ラ
ス
ま
で
参
加
で
き
ま
す
。

そ
の
他
▼
▽
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。
▽
受
け
付
け
の
際
に
簡
単
な

健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
す
。
▽「
少
人
数

コ
ー
ス
」以
外
を
希
望
す
る
方
で
も
、
医
師

の
意
見
書
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。▽
欠
席
時
の
振
り
替
え
は
で
き
ま
せ
ん
。

・

２
月
26
日（
月
）か
ら
３
月
８
日（
金
）

ま
で（
日
曜
日
を
除
く
）の
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分
に
、
身
分
証
明
書
を
お

持
ち
の
上
、
東
海
村
社
会
福
祉
協
議
会 

（
☎
282
局
４
３
０
０
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

コース クラス 時 間 定 員

一 般

月曜１組 ９:30 ～ 10:30

各10人

月曜４組 14:30 ～ 15:30
木曜１組 ９:30 ～ 10:30
木曜４組 14:30 ～ 15:30
金曜１組 ９:30 ～ 10:30
金曜４組 14:30 ～ 15:30

一般土曜 土曜１組 ９:30 ～ 10:30
土曜２組 11:00 ～ 12:00

ゆっくり
月曜２組

11:00 ～ 12:00木曜２組
金曜２組

少人数
月曜３組

13:00 ～ 14:00 各４人木曜３組
金曜３組

「
介
護
予
防
健
康
体
操
教
室 

（
前
期
）」

日
時
▼
４
月
か
ら
９
月
ま
で（
全
て
火
曜
日
、

各
ク
ラ
ス
全
18
回
） 

▽
Ａ
ク
ラ
ス
…
午
前

９
時
～
10
時 

▽
Ｂ
ク
ラ
ス
…
午
前
10
時

15
分
～
11
時
15
分 

▽
Ｃ
ク
ラ
ス
…
午
前

11
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

場
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」

対
象
▼
村
内
在
住
で
お
お
む
ね
60
歳
以
上

の
方

定
員
▼
各
ク
ラ
ス
30
人
程
度 

※
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

参
加
費
▼
３
６
０
０
円
／
人

そ
の
他
▼
欠
席
時
の
振
り
替
え
は
で
き
ま
せ
ん
。

・

２
月
26
日（
月
）か
ら
３
月
8
日（
金
）

ま
で（
日
曜
日
を
除
く
）の
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分
に
、
身
分
証
明
書
を
お

持
ち
の
上
、
東
海
村
社
会
福
祉
協
議
会 

（
☎
282
局
４
３
０
０
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。
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場　所 保健センター（総合福祉センター「絆」内）
問合せ 保健センター（☎282-2797）
●健康相談 期日･受付時間

母子健康相談(乳幼児身体測定、
育児相談）（事前予約）

15日（金）
９:00 ～ 11:30
13:00 ～ 15:00

元気アップ健康相談･体組成測定
　（健康に関する相談は事前予約）

15日（金）
９:00 ～ 11:30
13:00 ～ 15:30

●乳幼児健診 期日･受付時間 対象児

乳児 ６日（水）
12:50 ～ 13:50

令和５年10月
生まれの子

１歳６か月児 ７日（木）
12:50 ～ 13:50

令和４年８月
生まれの子

３歳児 13日（水）
12:50 ～ 13:50

令和２年９月
生まれの子

●乳幼児教室 期日･受付時間 対象児

赤ちゃん教室 14日（木）
13:00 ～ 13:20

令和５年12月
生まれの子

●３月の健康相談
「
歴
史
と
未
来
の
交
流
館
」の
事
業
に
ご

家
族
や
友
人
と
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

【
①
と
う
か
い
ま
る
ご
と
博
物
館「
博
物
館
長

と
歩
く
植
物
観
察
会 

春
の
植
物
」】

　
「
春
の
植
物
」を
テ
ー
マ
に
歴
史
と
未
来

の
交
流
館
の
博
物
館
長
が
、
植
物
の
名
前

や
由
来
、
そ
の
特
徴
な
ど
を
楽
し
く
お
話

し
し
ま
す
。

日
時
▼
３
月
23
日（
土
）午
前
９
時
～
11
時

集
合
場
所
▼
な
ぎ
さ
の
森
駐
車
場

定
員
▼
先
着
15
人

【
②
企
画
展
関
連
イ
ベ
ン
ト「
博
物
館
長
と
行

く
桜
ツ
ア
ー
」】

　

村
内
各
地
の
サ
ク
ラ
を
め
ぐ
り
、
サ
ク
ラ

の
特
徴
な
ど
に
つ
い
て
歴
史
と
未
来
の
交

流
館
の
博
物
館
長
が
分
か
り
や
す
く
お
話

し
し
ま
す
。

期
日
▼
３
月
30
日（
土
）

時
間
▼
▽
午
前
の
部
…
午
前
９
時
～
11
時
30

分 

▽
午
後
の
部
…
午
後
１
時
～
３
時
30
分

集
合
場
所
▼
歴
史
と
未
来
の
交
流
館

定
員
▼
各
回
先
着
10
人

【
③
講
演
会「
東
海
村
そ
し
て
茨
城
県
の
名
桜 

ー
記
録
の
系
譜
ー
」】

　

茨
城
県
内
の
サ
ク
ラ
の
特
徴
や
歴
史
な
ど

に
つ
い
て
、
写
真
を
見
な
が
ら
専
門
家
が
解

説
し
ま
す
。

期
日
▼
３
月
24
日（
日
）

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所
▼
歴
史
と
未
来
の
交
流
館

定
員
▼
先
着
40
人

【

・

】

　

３
月
１
日（
金
）か
ら
20
日（
水･

祝
）ま
で

(

月
曜
日
を
除
く)

に
、
電
話
ま
た
は
メ
ー

ル（
▽
講
座
名
▽
参
加
者
氏
名（
全
員
分
）

▽
参
加
人
数
▽
電
話
番
号
―
―
を
明
記
）

で
、
生
涯
学
習
課
博
物
館･

文
化
財
担
当（
歴

史
と
未
来
の
交
流
館
内 

☎
287
局
０
８
５
１  

m
aruhaku@

vill.tokai.ibaraki.jp

）

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

期
日
▼
３
月
31
日（
日
）

時
間
▼
午
前
10
時
～
11
時
45
分

場
所
▼
総
合
体
育
館

対
象
▼
村
内
在
住･

在
勤
で
18
歳
以
上
の
女
性

の
方

定
員
▼
先
着
10
人（
最
少
催
行
人
数
５
人
）

講
師
▼
皆
神
美
由
紀
さ
ん（
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

参
加
費
▼
７
０
０
円
／
人

・

２
月
29
日（
木
）
か
ら
３
月
28
日

(

木)

ま
で（
月
曜
日
を
除
く
）
の
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
に
、
参
加

費
を
添
え
て
、
総
合
体
育
館（
☎
283
局

０
６
７
３
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
基
礎
講
座 

～
女
性

の
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
座
～

日
時
▼
３
月
17
日（
日
）午
前
９
時
か
ら 

※
終

了
時
間
は
参
加
グ
ル
ー
プ
数
に
よ
っ
て
変

動
し
ま
す
。

場
所
▼
総
合
体
育
館

対
象
▼
５
人
以
上
の
チ
ー
ム
で
あ
れ
ば
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

参
加
費
▼
▽
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー

ム･

中
学
生
…
２
０
０
０
円
／
チ
ー
ム 

　

▽
高
校
生･

一
般
…
３
０
０
０
円
／
チ
ー
ム 

※
参
加
費
は
大
会
当
日
に
徴
収
し
ま
す
。

総
合
体
育
館
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
３
月
９
日（
土
）

ま
で
に
、
総
合
体
育
館
窓
口
脇
の
専
用

Ｂ
Ｏ
Ｘ
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

東
海
村
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
事
務

局（
根
本
さ
ん 

☎
０
９
０
︲
８
３
０
７
︲

７
１
９
０ 

tokaibaskeleague@
gm

ail.com
)

第
28
回｢

東
海
村
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
マ
ラ
ソ
ン
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会｣

参
加
チ
ー
ム
募
集

●３月の専門相談等

※生活上の心配ごとや困りごとなど福祉につ
いての相談は、月曜日から金曜日まで（祝日
を除く）の午前８時30分～午後５時15分に、
面談（要予約）または電話で受け付けます。

問合せ 茨城ＮＰＯセンター ･コモンズ（☎291-8990）
●就労体験相談会（事前予約）
日　　時 28日（木） 午後１時30分～３時30分
場　　所 東海村社会福祉協議会（総合福祉センター「絆」内）

問合せ 東海村社会福祉協議会（☎282-2804）
●弁護士による相談（事前予約）
日　　時 １日（金） 午前10時～正午
場　　所 東海村社会福祉協議会（総合福祉センター「絆」内）
●行政書士による相談（事前予約）
日　　時 ８日（金） 午後１時～４時
場　　所 東海村社会福祉協議会（総合福祉センター「絆」内）
● LINE による心配ごと相談
期　　日 月～金曜日（祝日を除く）
時　　間 午前８時30分～午後５時15分
※LINEで「東海村社会福祉協議会」を友だち登録し、

ご相談ください。

●女性生活相談
期　　日 火･水･金曜日（祝日を除く）
時　　間 午前９時30分～正午、午後１時～３時30分
場　　所 総合福祉センター「絆」
問  合  せ 総合相談支援課（☎287-2525）

●消費生活相談
期　　日 月～金曜日（祝日を除く）
時　　間 午前９時～正午、午後１時～４時
場　　所 消費生活センター（役場行政棟２階）
問  合  せ 消費生活センター（☎287-0858）

●女性生活相談･消費生活相談
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【東海村の新型コロナワクチン接種状況(２月７日時点）】

※公開時点で把握している数値です。

年齢層 接種率
65歳以上 63.７％

12 ～ 64歳 1７.３％
５～ 11歳 ５.２％

６か月～４歳 ２.４％

　現在、｢令和５年秋開始接種｣を実施中です。
接種期間▼９月20日～令和６年３月31日
対象▼生後６か月以上で、初回接種を終了した方

真崎、村松北、白方、宿、岡、原子力機構（箕輪･百塚･荒谷台）、真砂寮、権現山寮、南台、緑ケ丘、押延、須和間、川根、照沼、豊岡、亀下、フローレスタ須和間 月･木曜日
舟石川１、舟石川２、舟石川３、舟石川中丸、百塚、豊白、原子力機構（長堀）、外宿１、外宿２、船場、竹瓦、内宿１、内宿２ 火･金曜日

３月の資源物･ごみ収集日割表
真崎、村松北、権現山寮、真砂寮、原子力機構（荒谷台） １日・15日
原子力機構（長堀）、舟石川３、外宿１、外宿２、竹瓦 ４日・18日
緑ケ丘、南台、豊岡、亀下 ５日・19日
百塚、豊白、内宿１、内宿２ ７日・21日
白方、岡、原子力機構（百塚） ８日・22日
舟石川１、船場 11日・25日
宿、川根、照沼、押延、須和間、フローレスタ須和間、
原子力機構（箕輪） 12日・26日

舟石川２、舟石川中丸 14日・28日

燃えないごみ･粗大ごみ
真崎、村松北、舟石川中丸、
外宿２

１日・８日
15日・22日

船場、照沼 １日・15日
原子力機構（長堀･荒谷台･箕輪）、
須和間、フローレスタ須和間

４日・11日
18日・25日

緑ケ丘 ４日・18日
白方 11日・25日

舟石川１ ５日・12日
19日・26日

宿、押延、岡 ５日・19日
外宿１ 12日・26日
内宿１、亀下 ６日・13日

20日・27日
百塚、内宿２、豊岡、舟石川３ ６日・20日
竹瓦 13日・27日
舟石川２ ７日・14日

21日・28日
南台、川根 ７日・21日
豊白 14日・28日

資 源 物  ※各回収日の午前７時から８時30分までに出してください。

燃えるごみ ※祝日の収集も行います。

【問い合わせ】清掃センター（☎282-7289）

清掃センター（燃えないごみ、粗大ごみ、資源物、剪定枝葉） ひたちなか･東海クリーンセンター（燃えるごみ）（土曜日は要予約（前日の16:30まで））
９日･23日／８:30 ～ 12:00 20日／８:30 ～ 16:30（12:00 ～ 13:00を除く） ２日･９日･16日･23日･30日／８:30 ～ 11:30 20日／８:30 ～ 16:30

土曜日、祝日の直接搬入受付日時

日
時
▼
３
月
５
日（
火
）･

15
日（
金
）･

25
日

（
月
） 

午
前
９
時
～
11
時
30
分

場
所
▼
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

料
金
▼
４
０
０
円
～
／
本(

前
払
い
制)

そ
の
他
▼
▽
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
直

接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
▽
仕
上
が
り
次
第

そ
の
場
で
の
引
き
渡
し
と
な
り
ま
す
が
、

混
雑
状
況
に
よ
り
お
預
か
り
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
※
ま
な
板
は
お
預
か
り
し
、

後
日
引
き
渡
し
と
な
り
ま
す
。

東
海
村
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局

３
４
４
６
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

刃
物
研
ぎ
作
業
日
の
ご
案
内

日
時
▼
３
月
24
日（
日
）午
前
10
時
～
正
午

場
所
▼
村
民
活
動
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
▽
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
動
画
視
聴 

▽
グ
ー
グ
ル
ア
ー
ス
で
旅
行
気
分 

▽
フ

リ
マ
サ
イ
ト
で
商
品
の
閲
覧 

等

・

３
月
15
日（
金
）ま
で（
土･

日
曜
日
を

除
く
）の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分
に
、
電
話
で
東
海
村
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー（
☎
282
局
３
４
４
６
）へ
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
教
室

日
時
等
▼
週
１
回（
２
時
間
）で
、
希
望
す
る

日
時 

※
申
し
込
み
後
、
担
当
講
師
と
日

程
調
整
を
行
い
、
決
定
し
ま
す
。

場
所
▼
村
民
活
動
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
左
表
の
８
回
講
座（
①
～
⑩
）ま
た
は

４
回
講
座（
⑪
～
⑳
）か
ら
一
つ
の
講
座
を

選
択
し
て
受
講
し
ま
す
。

受
講
料
▼
▽
８
回
講
座
…
１
万
１
５
０
０
円

／
人 

▽
４
回
講
座
…
６
０
０
０
円
／
人

（
い
ず
れ
も
テ
キ
ス
ト
代
５
０
０
円
を
含

む
）

・

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で（
祝
日
を

除
く
）の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分
に
、
電
話
ま
た
は
お
越
し
の
上
、
東

海
村
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（
☎
282

局
３
４
４
６
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

講座名（８回講座） 講座名（４回講座）
①初めてのパソコン ⑪年賀状作成
②ワード初級 ⑫イラスト作成
③ワード中級 ⑬ホームページ作成
④ワード上級 ⑭かんたん水彩画
⑤エクセル初級 ⑮パワーポイント動画編集
⑥エクセル中級 ⑯動画エディタ活用
⑦エクセル上級 ⑰インターネット入門
⑧パワーポイント ⑱グーグルクローム活用
⑨魅せる文書作成 ⑲シニア向けスマホ活用
⑩パソコンで旅を楽しむ ⑳自作でノートパソコン

パ
ソ
コ
ン
無
料
体
験
教
室

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
楽
し
む
」

｢

わ
が
街
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ(

デ
ジ
タ
ル
案
内

板)｣

に
広
告
を
掲
示
し
ま
せ
ん
か
？

　

村
か
ら
の
お
知
ら
せ
を
よ
り
多
く
の
皆
さ

ん
に
お
届
け
す
る
た
め
、
村
と
イ
オ
ン
東
海

店
、
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
の
３
者
が
共

同
で
、｢

わ
が
街
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ(

デ
ジ
タ
ル
案
内

板)｣

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
随
時
、
事
業
者

か
ら
広
告
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

場
所
▼
イ
オ
ン
東
海
店(

１
階･

フ
ー
ド
コ
ー

ト
付
近)

そ
の
他
▼｢

わ
が
街
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ｣

の
設
置
に
要

す
る
費
用
は
全
て
広
告
料
に
よ
っ
て
賄
わ

れ
ま
す
。
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
の
担

当
者(

村
章（
村
の
マ
ー
ク
）の
入
っ
た
名

刺
を
携
行)

が
各
事
業
所
を
訪
問
し
、
広

告
を
募
集
し
ま
す
。
本
事
業
の
趣
旨
を

理
解
し
た
上
で
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

政
策
推
進
課
広
報･

国
際
化
担
当(

内
線

１
３
０
５)
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２
FEBRU

ARY 2024 N
o.383

FEBRU
ARY 2024 N

o.383

方
言
に
み
る
古
語

方
言
に
み
る
古
語

宮
田
　
裕
紀
枝

東
海
村
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

　

大
神
宮
へ
の
お
宮
参
り
の
際
に
、
祖
母
は
私
の

名「
裕ゆ

き

え

紀
枝
」に「
い
ぎ
い
」と
振
り
仮
名
を
振
っ
た

と
言
い
ま
す
。
何
故
そ
の
よ
う
に
書
い
た
の
か
を
、

最
近
に
な
っ
て
知
り
ま
し
た
。
そ
れ
は「
雪
」の
こ

と
を
方
言
で
は「
い
ぎ
」と
言
い
、
茨
城
県
特
有
の

「
え
」を「
い
」と
発
音
し
た
こ
と
に
よ
る
よ
う
で
す
。

　

方
言
の
話
は
、
初
対
面
の
人
同
士
で
も
盛
り
上

が
り
ま
す
。
同
じ
よ
う
に
発

音
し
て
も
土
地
の
人
の
言
い

方
と
微
妙
に
異
な
る
上
、
意

味
に
お
い
て
も
な
か
な
か
表

現
で
き
る
適
当
な
言
葉
が
な

く
、ニ
ュ
ア
ン
ス
が
若
干
違
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
多
く
あ
り

ま
す
。
し
か
し
方
言
が
ど
う

い
っ
た
言
葉
に
起
因
す
る
も

の
か
と
い
う
こ
と
は
、
知
ら

れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
こ
で
、
東
海

村
の
方
言
を
い
く
つ
か
見
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

東
海
村
の
方
言
は
、
古
語

が
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
な

か
で
も
一
般
的
に
多
く
使
用

さ
れ
る「
～
だ
っ
ぺ
」･｢

～
だ

べ
ぇ
」な
ど
は
、「
～
た
る
べ

し
」が
訛な

ま

っ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。「
～
た
る
べ
し
」の「
た
る
」は「
た
り
」の
連

体
形
で
断
定
す
る
助
動
詞
で
す
。
ま
た「
へ
ん
め・（
へ

び
め・
）」･｢

い
ぬ
め・
」な
ど
の
動
物
名
詞
に
つ
く
接
尾

語「
め
」は「
奴や

つ

」と
す
る
卑い

や

し
め
の
言
葉
で
す
。
ほ

か
に
も「
と
っ
く（
に
）」は
形
容
詞「
と
し
」の
連
用
形

「
と
く
」で
す
。
私
が
子
ど
も
の
頃
は
、「
ま
む
し
」の

こ
と
を「
く
ち
は
び
」と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ

も
古
語
で
あ
り
、「
ま
む
し
」は『
徒
然
草
』

に「
く
ち
ば
み
」と
し
て
出
て
き
ま
す
。

　

古
語
が
多
く
み
ら
れ
る
と
い
う
こ
と

は
、
平
安
時
代
に
京
都
で
使
わ
れ
て
い

た
言
葉
が
、京
都
よ
り
遠
い
地
域
に
残
っ

た
と
す
る
柳
田
国
男(

民
俗
学
者)

の

「
方
言
周
圏
論
」に
当
て
は
ま
っ
て
く
る

と
思
い
ま
す
。
柳
田
は
、
デ
ン
デ
ン
ム

シ
の
呼
称
か
ら
文
化
的
中
心
地
の
言
葉

は
周
辺
部
に
伝で

ん
ぱ播
し
、
受
容
さ
れ
て
広

が
っ
て
い
く
た
め
、
中
心
地
か
ら
地
理

的
に
近
い
地
域
に
は
発
生
の
新
し
い
言

い
方
が
分
布
し
、
遠
い
地
域
に
は
発
生

の
古
い
言
い
方
が
残
る
と
し
た
の
で
す
。

　

単
に
方
言
と
思
っ
て
い
た
も
の
が
、

古
語
で
あ
る
も
の
が
多
い
と
い
う
こ
と

は
、
東
海
村
の
方
言
は
極
め
て
貴
重
な

言
葉
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
誇
り

を
持
っ
て
、
大
い
に
使
い
、
残
し
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。

【蝸牛異称分布図】（柳田国男著『蝸
か ぎ ゅ う

牛考』の「蝸牛異称分布図」に加筆）

　
2023年度 全国統一防火標語

「火を消して 不安を消して つなぐ未来」「火を消して 不安を消して つなぐ未来」
３月１日～７日は３月１日～７日は

春季全国火災予防運動春季全国火災予防運動   

　春先は空気が乾燥し、強風が吹きやすい季節です。屋外で火の取り扱いを誤る
と、瞬く間に火勢が広がりますので、十分に注意しましょう。
【問い合わせ】ひたちなか･東海広域事務組合消防本部防災指導課（☎283-1119）

消 防 庁「住 宅 防
火 いのちを守る 
10のポイント」

▲

【４つの習慣】
①寝たばこは絶対にしない、させない。
②ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。
③コンロを使うときは火のそばを離れない。
④コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く。

【６つの対策】
①火災の発生を防ぐために、ストーブやコンロ等は安全

装置の付いた機器を使用する。
②火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を定期的

に点検し、10年を目安に交換する。
③火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、寝

具や衣類およびカーテンは、防炎品を使用する。
④火災を小さいうちに消すために、消火器等を設置

し、使い方を確認しておく。
⑤お年寄りや身体の不自由な方は、避難経路と避難

方法を常に確保し、備えておく。
⑥防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、地

域ぐるみの防火対策を行う。

住宅防火 いのちを守る 1010 のポイント


